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岡
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百
貨
届
出
脹
販
責
存
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僚
件
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1

1
百

貨

庖

統

制

の

基

礎

問

題

1

1

ヨ
山
h
叫

射
品
川

巳川
1

4
H

寸キ

目

‘

、

B
ノ

一
=
一
、
百
貨
底
出
張
販
衰
に
封
す
る
統
制
形
態
(
承
前
)
て
百
貨
官
出
張
版
賓
の
放
任
論
と
金
駿
論
(
以
上
前
務
)

-

r

・、

攻
一
斗
、
百
貨
応
出
張
版
寅
制
限
一
論
司
、
商
品
種
類
制
限
論
の
長
所

-

(

(

 

一

回

、

結

論

一
一
一
、
百
貨
居
出
張
眠
責
に
劃
す
る
統
制
形
態
(
承
前
)

二
、
百
貨
唐
出
張
販
責
制
限
論

A
、
目
的
支
は
動
機
に
依
る
出
張
販
賓
の
制
限

百
貨
庄
の
出
張
版
画
貝
を
行
ふ
目
的
が
既
な
る
利
潤
獲
得
の
目

的
で
な
く
、
枇
合
同
奉
仕
と
か
顧
客
の
便
盆
と
か
の
目
的
動
機
が
認
め
ら
る
〉
時
は
之
を
許
容
す
べ
し
と
説
く
論
者

が
あ
弘
。
村
本
一
珊
松
教
授
は
、
師
連
の
如
く
、
百
貨
庖
の
郊
外
進
出
の
場
合
に
於
け
る
商
品
制
限
の
必
要
を
主
張

し
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ぞ
の
制
限
の
基
制
念
、
一
専
ら
顧
客
へ
の
便
益
の
に
め
の
動
機
が
認
め
ら
る
〉
や
否

や
の
勤
に
置
い
て
居
ら
る
〉
様
で
あ
る
。
教
授
に
依
れ
ば
米
国
百
貨
底
の
郊
外
準
出
の
揚
合
に
於
て
は
、
そ
の
動

村木稲松氏百貨庖の郊外進出(大阪朝日新岡昭和四年八月十六日一一十八日〉
拙稿 出張版費より見Tこる百貨1，1;封小費腐の抗争(鰹情論議昭和八年十一月競!
1) 
2) 



機
は
専
ら
顧
客
本
位
で
あ
り
そ
の
取
扱
商
品
一
も
か
〉
る
基
調
に
於
て
決
定
せ
ら
る
う
(
例
へ
ば
7

1

U
ヤ
ル
フ
ィ
ル
ド
ば

鬼
一
試
用
品
}

の
で
あ
る
，
か
、
わ
が
園
の
百
貨
底
の
そ
れ
は
小
貰
庇
と
の
競
争
の
た
め
の
競
守
で
あ
る
。
よ
ろ
し
〈
ぞ

の
郊
外
進
出
に
は
百
貨
庖
自
ら
顧
客
本
位
の
立
場
に
立
っ
て
、

日
用
品
の
如
き
に
限
る
べ
し
と
す
る
の
が
、
そ
の

所
説
で
あ
る
が
、
私
は
か
〉
る
目
的
に
よ
る
制
限
論
に
は
賛
成
出
来
な
い
。
蓋
し
百
貨
庖
を
以
て
枇
合
奉
仕
の
機

閥
な
り
と
は
屡
ミ
説
へ
ら
れ
る
所
で
あ
ろ
が
、
か
〈
の
如
き
は
ゾ
ン
バ

Y
ト
の
所
謂
高
度
費
本
主
義
時
代
の
純
粋

典
型
と
し
て
の
百
貨
底
の
地
位
に
劃
す
る
認
識
不
足
よ
り
来
る
ち
の
で
あ
る
。
我
等
は
今
日
の
百
貨
庖
に
利
潤
獲

得
以
外
の
目
的
あ
り
と
は
到
底
考
~
る
事
は
出
来
な
い
し
、
尤
も
だ
ま
y
(
1
或
は
多
一
〈
の
場
A
円
利
潤
獲
得
ぞ
色
つ

r
t
ノ
ご

3
-
r
z
t
t
F〉
主
主

-
-
r
h
-
3
Z
〉

〉

、

f
f
R
[
f
-
d
'
T佐
川
ふ

udJ巾
J
E
U
h
判
長

J
U
-
-
-“一斗
FJdt;vJ
L
h
v
v
h
『仁

y
I
r
三
ご
p

i

j

I

・
C

-

M

J

-

1

二ア
J
a
p市

V
E
H
}
1
》

j
j
t
E
f
-
-
h
p
t
f
!
日

I
1
1
一

-2
・1
巴

E
E
-

-
n
-
t
r
T副作
J
j
f
ごノ

i
l
p
L
2
tノ
4
4
a疋
1
f
干

1
古

川

f
L
rし

4
1
8
1斤

J
b
7
4

、，、

J

〉
事
も
あ
な
う
、
然
し
こ
れ
は
利
潤
獲
得
が
基
本
目
的
で
な
い
事
を
意
味
す
る
・
も
の
で
も
、
社
合
奉
仕
が
ぞ
の
目

的
で
あ
る
事
を
意
味
す
る
志
の
で
も
な
い
。
村
本
教
授
が
事
げ
て
居
る
米
岡
百
貨
庖
の
揚
A
u
の
如
き
も
、
例
令
ぞ

れ
が
枇
舎
の
便
盆
に
A
口
し
に
か
ら
と
て
、
そ
の
動
機
が
恰
も
そ
の
鮪
に
あ
っ
た
か
の
如
く
見
る
は
、
結
果

E
動
機

を
混
同
す
る
の
誌
を
犯
し
た
も
の
と
一
五
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
教
授
は
一
五
ふ
、
米
岡
百
貨
底
で
は
か
冶
る
目
的
で
進
出

し
た
の
で
あ
る
が
、
・
ぞ
れ
は
結
局
企
業
に
と
っ
て
も
利
盆
増
進
と
な
っ
て
表
は
れ
で
居
る
と
。
誰
が
ぞ
の
目
的
が

利
益
増
準
に
あ
り
.
こ
れ
こ
ぞ
米
岡
百
貨
底
を
し
で
郊
外
に
準
出
せ
し
め
た
動
機
で
顧
客
本
伎
の
知
事
は
そ
の
結

果
で
あ
る
と
の
言
を
否
定
し
得
ょ
う
。
我
等
は
或
行
急
の
結
果
た
る
一
事
宣
伝
見
て
直
ち
に
目
的
が
そ
こ
に
あ
り

し
如
〈
推
定
す
る
事
は
院
に
慣
し
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。

官
貨
底
出
張
版
費
存
績
の
傑
件

第
六
時
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一
二

O

、
、
、
、
、

な
の
云
ふ
枇
合
機
能
の
見
地
も
成
蒋
顧
客
の
便
益
と
な
っ
て
表
は
れ
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
然
し
枇
合
機
能

の
見
地
は
決
し
て
奉
仕
的
見
地
の
如
〈
主
観
的
意
識
的
の
も
の
に
非
や
し
て
枇
曾
的
客
観
的
の
も
の
で
あ
る
J

さ

、
、
‘
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
.
‘
.
、
、
、

.. 
、、

れ
ば
百
貨
庖
一
か
枇
令
奉
仕
な
り
と
信
じ
て
活
動
し
て
ゐ
る
行
錯
で
あ
り
、
か
冶
る
動
機
が
例
令
客
観
的
「
い
認
め
ら

‘‘

.h.
‘
 
.
.
 ‘
.
、
、
‘
.
、
、
、

れ
だ

ιし
て
も
、
我
等
の
見
地
に
於
て
は
之
伝
許
容
し
難
い
場
合
も
あ
る
。
一
耽
曾
機
能
の
全
面
的
機
胞
か
顧
客
に

育
貨
届
出
張
脹
責
存
績
の
傑
件

、
第
四
十
巻

第
六
時
抗

-
O
五
六

E
E
-
p
u
r
h

ノ

7

}
肩
平
〉

E
主

3
崎

-
E
3
3
9
5
7
'コ
払

E
土
よ
、
。

伝
パ
却
を
翠
t
L
r
1
1
4
L
旗
手
0
4
主

E
t
b
F
t自
〆

5
2
必
E
J
t
f
h

勿
論
時
{
丹
羽
一
か
日
明
で
め
っ
て
も
支
障
は

な
い
。
き
れ
ば
こ
れ
は
或
意
味
で
は
、
必
や
し
も
、
そ
れ
白
躍
と
し
て
は
、
資
本
主
義
時
代
の
企
業
活
動
そ
の
も

の
に
も
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
村
本
教
授
の
否
定
し
排
訴
し
て
居
ら
る
〉
小
買
底
と
の
競
宇
の
た
め
の
競
争

'T
惹
起
す
る
場
合
で
も
、
こ
れ
が
枇
合
的
に
有
利
な
り
と
考
へ
ら
る
〉
部
面
I

1
小
責
底
の
融
合
機
能
が
肢
に
失

は
れ
て
居
る
部
門
の
如
、
き
で
は
止
か
念
特
な
い
場
合
も
あ
る
。
勿
論
こ
の
場
合
に
於
け
る
小
寅
府
救
稗
は
別
問
題

で
あ
る
が
。

B
、
地
域
に
よ
る
出
張
肱
責
の
制
限

地
域
に
依
る
出
張
販
買
の
制
限
も
一
膳
考
へ
ら
る
〉
所
で
あ
る
。
例
へ

ぱ
百
貨
庖
商
業
組
合
に
於
け
る
出
張
販
責
の
制
限
規
程
に
よ
れ
ば
、
中
岡
九
洲
地
方
に
主
た
る
営
業
所
を
有
す
る

も
の
う
そ
の
腕
内
へ
の
出
張
下
闘
に
主
に
る
叫
営
業
所
を
有
す
る
も
の
う
門
司
市
へ
の
出
張
は
之
を
認
め
て
居
る
が

如
き
は
こ
の
例
で
あ
る
。
蓋
し
出
張
販
貢
に
は
卒
園
的
・
地
方
的
・
局
地
的
の
三
形
態
が
あ
る
事
は
舎
で
の
ぺ
に

如
〈
で
め
る
が
、
元
来
出
張
地
域
の
無
統
制
は
致
呆
の
上
か
ら
も
、
経
費
の
上
か
ら
も
、
鈴
h
ノ
静
ま
し
き
所
に
非

子
、
各
庄
の
自
由
に
放
任
し
て
も
遠
距
離
の
地
方
や
一
定

ω
小
都
市
以
上
に
到
底
及
ぶ
べ
く
も
な
い
。
大
百
貨
庖

拙稿わが圃に於げる百貨届出張版賓の費展(経湾論議昭和八年六月就)1) 



で
は
本
支
居
間
に
協
定
を
設
け
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。
き
れ
ば
地
域
に
よ
る
出
張
販
責
の
一
位
曾
的
統
制
と
は
.
た

va
出
張
地
域
が
庚
い
と
か
狭
い
と
か
云
ふ
の
で
は
な
〈
.
寧
ろ
出
張
地
の
肢
況
を
考
察
し
て
世
曾
的
に
望
ま
し
き

地
域
へ
の
出
張
は
之
を
許
容
し
、
然
ら
ゴ
る
も
の
は
禁
止
制
限
す
る
の
で
な
げ
れ
ば
意
義
を
持
も
得
な
い
，
例
へ

ぱ
、
た
と
へ
距
離
は
遠
く
と
も
植
民
地
等
で
は
、
現
在
に
於
て
は
兎
に
角
、
以
前
に
於
て
は
、
百
貨
庄
の
出
張
は

未
胤
棋
連
な
該
地
小
頁
庖
の
補
完
的
意
味
に
於
て
‘
植
民
地
内
地
化
の
意
味
に
於
て
、
植
民
地
在
住
者
の
慰
安
の
意

一
定
の
存
在
理
由
を
持
っ
た
が
、
か
く
の
却
さ
場
合
に
は
之
を
許
容
す
る
事
も
考
へ
ら
る
。
か
く
て

味
に
於
て
、

百
貨
庖
を
し
て
一
鷹
合
間
的
機
能
伝
按
輝
せ
し
め
る
結
果
と
な
る
の
?
め
る
が
、

こ
九
ー
立
究
賞
均
一
、

=E烈
灼
な
る

4
1
I
1
f
i
I
d
-
-
i
 

D
う
こ
し
て
、

(
v
t
i
u
 

恥
刷
、
刷
、
、
、
一
.
、
.
‘
.
‘
‘
.
.
.
 、
、
、

私
の
制
策
の
根
本
的
見
地
は
「
現
宜
的
機
能
の
本
質
的
械
能
へ
の
接
近
」
に
み
る
と
と
前
越
の
如
〈

に
し
て
、
か
h

る
地
域
が
小
貰
庇
の
殺
展
し
得

F
る
何
等
か
の
必
然
的
理
由
が
存
在
す
れ
ば
涯
に
角
、
今
日
の
所

地
域
的
に
か
、
ふ
る
事
情
は
認
め
難
〈
、
多
く
は
小
貰
庄
の
機
能
を
百
貨
庇
が
管
ん
で
居
る
地
方
で
も
、
或
部
商
で

は
小
貰
底
を
し
て
合
理
的
機
能
営
管
ま
し
め
る
館
地
あ
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
地
域
を
限
定
し
て
或

地
域
へ
は
百
貨
庇
の
出
張
を
許
容
し
、
或
地
域
へ
は
之
ぞ
制
限
す
る
事
は
問
題
と
な
り
得
な
い
。
或
は
一
広
ふ
、
百

貨
庖
に
よ
る
小
責
底
の
打
撃
甚
大
な
る
地
方
へ
の
出
張
は
之
を
禁
じ
小
な
る
地
方
へ
は
之
宇
佐
許
容
し
て
は
如
何
と

然
し
我
等
の
見
地
が
打
撃
の
犬
小
を
以
て
制
限
策
の
採
否
を
決
定
せ
ん
と
す
る
彼
等
多
〈
の
祉
曾
政
策
論
者
の
所

設
に
奥
す
る
能
は

F
る
事
は
曾
て
述
ぺ
た
如
く
で
あ
る
。
我
等
の
見
地
に
於
て
は
疲
撃
が
大
な
り
や
小
な
り
や
は

問
題
と
す
る
所
で
は
な
い
。

A
n
珂
的
機
能
を
稜
輝
せ
り
や
否
や
が
問
題
で
あ
る
。

百
貨
底
出
張
版
費
存
績
の
傑
件

一O
五
七

第
六
時
抗

第
四
十
巻

わが圏に於げる百貨届出張!!Jj.賓の俊I~H 鰹濁論叢日円相八年大周波)
百貨)，Eの羽a民地進出〈経潜論議昭和九年三月披凶月披」
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百
貨
底
尚
張
版
責
存
績
の
傑
件

第
四
十
巻

一O
五
八

第
六
時
抗

一
一一

c
、
時
期
に
よ
る
出
張
販
責
の
制
限

出
張
販
責
が
季
節
襲
更
期
に
多
い
事
は
曾
て
述
べ
た
如
〈
で
あ
ふ
。
然

し
こ
れ
は
近
時
種
ム
ザ
の
原
因
か
ら
常
時
的
存
在
と
な
り
つ
〉
あ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
場
合
常
然
問
題
と
な
る
の

l主、

一
は
出
張
服
貰
の
時
期
に
依
る
制
限
と
、

一
ー
は
同
数
・
期
間
に
よ
る
制
限
で
あ
る
。
出
張
販
貰
e

グ
二
定
の
季

節
JT
限
っ
て
許
容
せ
し
れ
げ
ぺ
し
v
と
は
一
際
考
へ
得
ら
る
〉
所
で
あ
る
。
後
に

au漣
ぺ
る
如

p
¥
種
ム
伊
の
理
由
を
綜

イト
L， 

者

-c 
j千J
-c 

或
は
出
張
版
寅
の
一
枇
市
町
村
機
能
町
神
九
州
怖
の
上
か
ら
兇
て
色
、

れ
は
雪FZ
/1-)，-

gp 

餐!
夏，

却1
4ワ
Jヌ・

限

定
す
る
が
最
合
理
的
の
様
に
思
は
れ
る
。
然
し
こ
れ
も
私
の
云
ふ
如
く
、
商
品
伝
季
節
目
叩
の
み
に
限
定
す
れ
ば
、

必
然
的
に
、
か
冶
る
時
期
に
の
み
行
は
る
h

事
と
な
り
、
例
令
季
節
外
に
季
節
ロ
聞
が
取
扱
は
る
h

事
が
め
っ
て
も

尚
出
張
販
買
の
機
能
に
惇
ら
.5
る
と
共
に
、
阿
令
そ
の
季
節
を
一
定
し
て
も
、
従
来
の
多
く
の
場
合
に
然
る
が
如

く
、
季
節
目
聞
以
外
の
も
の
が
取
扱
は
る
〉
な
れ
ば
、
ご
れ
出
張
版
寅
の
ん
同
時
的
機
能
密
接
輝
せ
し
め
る
所
以
で
は

な
い
。
こ
の
意
味
に
於
て
私
は
本
設
も
亦
採
る
金
得
な
い
。

D
、
固
鞍
に
よ
る
出
張
販
責
の
制
限
回
数
に
よ
る
制
限
に
は
、
イ
一
都
市
一
定
期
間
に
何
回
と
限
定
す
る
方

法
(
総
数
主
義
)
と
ロ
一
都
市
一
定
期
間
一
庖
輔
何
回
と
限
定
す
る
方
法
(
個
別
主
義
)
と
が
考
へ
待
。
こ
の
場
合
回
数
の

制
限
は
必
然
的
に
期
間
の
制
限
営
伴
は
な
け
れ
ば
意
義
を
な
ぎ
な
い
。
こ
の
方
法
は
、
各
都
市
営
局
に
於
て
は
曾

場
貸
輿
回
数
を
制
限
す
る
事
に
よ
り
(
例
へ
ば
和
歌
山
市
で
は
昭
和
三
年
以
降
市
常
局
に
よ
b
公
曾
堂
の
書
官
』
一
席
年
三
聞
に
制
限
せ
、、.、

・
り
)
、
屡
A
T

行
は
れ
た
所
で
あ
り
、
こ
れ
は
小
頁
庖
救
掛
策
と
し
て
は
相
営
の
致
果
を
奉
げ
得
ょ
う
が
、
我
等

ω

見
地
で
は
小
責
庖
救
済
が
第
一
目
的
で
は
な
い
。
小
貰
庖
の
中
に
は
救
漕
を
必
要
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
も
あ
れ

わが圃に於げる百貨席出張販賓の費展拙稿2) 



、
‘
.
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ぱ
、
敢
て
こ
れ
を
必
要
と
せ
な
い
も
の
も
あ
る
。

hr
、
〉
る
立
場
よ
り
す
れ
ば
本
案
も
亦
採
る
、
何
百
得
な
い
。
我
等
ぞ

、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
.
、
、
、
‘
‘

.h.
、
、
.
、
、
‘
.
、
、
、
.
、
‘
.
、
.
、
、
、

以
て
せ
ば
、
何
故
凹
数
を
制
限
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
何
故
小
買
庖
を
救
済
す
べ
き
や
の
根
本
理
由
ぞ
問
題
と
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
。

叉
回
数
制
限
を
行
ふ
と
し
て
も
、
相
互
主
義
に
依
る
止
し
て
各
府
へ
の
割
営
或
は
総
数
人
ヂ
義
に
依
る

と
し
て
何
回
を
詐
容
す
べ
き
や
の
決
定
に
就
き
(
尤
五
払
は
組
数
を
決
定
せ
宇
し
て
の
相
互
主
義
郎
ち
一
応
何
回
許
容
と
云
ム
が
如
き

は
大
き
な
効
果
e

伊
』
期
待
出
来
な
い
と
思
P
A
)

、
理
論
上
賀
際
上
の
種
ゃ
の
難
貼
を
含
む
。

E
、
取
扱
高
晶
に
よ
る
出
張
服
置
の
制
限

取
扱
商
品
に
よ
る
制
限
と
一
再
つ
で
も
、
三
つ
の
場
合
が
あ
る
3

川

取
扱
向
口
叩
量
に
掛
す
る
制
限
ゅ
間
商
品
寅
上
高
に
封
す
る
制
限
・
四
取
扱
向
日
山
積
類
に
到
す
る
制
限
。

れ
叫
除
司
E
R
E
-
E
-
」
砧
吋
』
'
'
白
川
M

羽
田
町

M
L
『

H
E
E
Z
E
S
E訓
盟
主

2
4崎
市
日
い

F
-
L
争
4

A

a

j

』
ア
ピ

)
H
U
J
9
F
7
、ヲ
7
1
4
1
一

口

-
!
'
l
a
J
ト

J
L
t
c
¥
ノ
コ
:
も

rじ
一
川
H
引

u
t山内
側
伊
J
A
J

じ↓
u
F
H
J
R
r
n
J
E土
佐
制
限
す

f
J
t
-
一
ぴ
/
寸

戎
窓
味

で
は
出
張
販
買
の
規
模
の
制
限
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
は
叉
貫
際
上
理
論
上
積
ム
干
の
難
紺
を
件
ふ
。
第
一
に
商
口
叩

量
と
云
っ
て
も
物
理
的
数
量
に
依
る
か
債
格
に
依
る
か
Y

問
題
一
ト
じ
め
り
、
第
二
に
憤
格
に
依
る
と
し
て
如
何
な

る
偵
格
に
依
る
か
例
へ
ば
原
債
に
依
る
か
定
債
に
依
る
か
が
問
題
で
あ
り
、
第
三
に
各
都
市
と
も
人
口
購
買
力
購

買
脅
慣
は
夫
Lr
異
し
一
一
方
各
地
小
貰
応
の
波
挫
の
皮
合
異
に
い
、
趨
誼
の
標
準
債
格
金
見
出
す
事
は
極
め
て
困
難

で
あ
る
。
第
四
に
若
し
之
を
適
誼
に
決
定
し
た
り
と
す
る
色
、
商
品
種
類
聞
に
融
通
が
と
れ
る
時
は
小
責
唐
保
護

の
殻
果
は
期
待
出
来
十
回
数
期
間
の
制
限
が
な
け
れ
ば
無
意
義
に
終
る
。
た
と
へ
か
〉
る
複
雑
な
手
績
が
と
ら
れ

た
と
し
て
も
、
我
等
の
立
場
よ
り
見
れ
ば
向
何
故
商
品
量
を
制
限
す
べ
き
や
の
疑
問
が
残
る
。
小
責
庖
の
疲
墜
と

、
、
、
、
、
、

.

.
 、
.
‘
.
、
、
、
.
、
、
、
、
、
.
‘
.
、
‘
.
‘
.
、
、
.
、
、
、
、
、
、

か
、
保
護
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
針
策
の
根
擦
と
な
り
得
な
い
事
は
屡
ミ
繰
返
し
て
述
べ
た
如
〈
で
あ
る
。

百
貨
届
出
張
版
責
存
績
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傑
件
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寅
小

z
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げ
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於
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百
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る

賓
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た
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張
張
り

出
向
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の
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宵
貨
応
出
張
販
資
存
績
の
傑
件

第
同
十
巻

四

一O
六
O

第
六
時
帆

何
商
晶
責
上
高
に
劃
す
る
制
限

商
品
買
上
高
の
決
定
も
相
嘗
困
難
で
は
あ
る
が
、
貰
出
向
日
開
債
格
の
認
定
よ

り
も
任
版
責
債
格
だ
け
に
比
較
的
容
易
一
な
り
と
云
ひ
符
ょ
う
。
こ
の
場
合
最
高
買
上
高
を
定
め
て
、
そ
れ
以
上
の

版
貢
を
禁
止
す
る
方
法
も
め
る
が
、
多
く
は
ぞ
の
制
限
は
課
税
を
以
一
て
行
は
る
。
郎
み
ら
貰
上
高
に
封
す
る
累
進
課

税
で
も
行
へ
ば
晴
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
割
合
致
果
的
に
、
貰
上
高
密
制
限
す
る
事
が
出
来
る
。
然
し
出
張
販
寅

の
課
税
に
針
し
て
は
訟
規
制
肝
耕
上
の
問
題
が
あ
る
。
勿
論
立
法
問
題
と
し
て
は
、
わ
が
闘
の
税
制
が
主
と
し
て
大

規
相
企
業
保
護
主
義
の
傾
向
め
忍
を
難
ぜ
ら
れ
て
居
る
時
、
曾
て
闘
束
十
二
都
市
市
長
命
円
議
よ
り
の
要
望
あ
り
し

如
く
、
出
張
販
寅
に
課
税
し
得
る
訟
律
を
設
定
す
る
事
は
棋
め
て
意
義
め
る
事
と
思
ふ
は
市
町
村
の
特
別
税
と
し

て
課
税
す
る
事
も
研
究
す
れ

d
叉
可
能
で
あ
ら
う
。
然
し
こ
れ
は
単
に
法
制
の
融
陥
補
正
負
措
の
平
等
を
望
む
意

味
に
於
て
そ
の
主
張
が
是
認
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
百
貨
底
抑
暦
小
貫
庇
保
護
の
意
味
な
れ
ば
問
題
一
は
別
の
視
角

か
ら
見
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
t

印
ち
こ
の
場
令
に
於
て
は
そ
の
事
自
瞳
が
合
理
的
な
h
ノ
や
否
や
の
吟
味
が
必
要
で
め

る
。
私
は
百
貨
庖
の
買
上
高
を
制
限
す
る
事
は
必
や
し
も
枇
曾
的
に
策
を
得
た
方
法
と
は
考
へ
な
い
。
我
等
の
同

題
と
す
る
所
は
貰
上
高
の
大
小
で
は
な
く
、
如
何
な
る
方
面
に
ぞ
の
機
能
を
合
理
的
に
義
輝
せ
し
h
u

べ
き
か
、
・
知

何
な
る
方
面
で
小
貫
底
が
不
営
に
底
近
さ
れ
っ
、
あ
る
か
に
あ
る
事
ぞ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
勿
論
こ
の
場
A
円百

貨
庖
の
非
合
理
的
な
販
寅
方
面
だ
け
を
頁
上
課
税
そ
の
他
で
抑
座
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

一
臆
是
認
も
出
来
よ
う
が

そ
の
賀
行
上
に
は
向
種
今
な
問
題
が
残
る
。

明
商
晶
種
類
に
劃
す
忍
制
限

商
品
種
類
に
よ
る
百
貨
庖
の
地
方
進
出
制
限
論
は
今
日
ま
で
一
二
の
皐
者
に
よ

高橋亀古氏 中小商業Uの】t活宵路(大阪朝日新闇昭和宥
拙楠 百貨席の出張H阪反費に豊封すす品地方の反響「経替鰹百梼耳研害究E昭和九年六月畳披君わ〉
茨木県脇品に於ては県骸E曾の満場の可決占めD9しに色係はιわ叶t法長規解樺上の問題舟‘ら
3貰草現するに至らな舟か〉つ7たこ
主制民市等?は之を行J、

2) 

3) 



り
一
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
し
て
設
へ
ら
れ
た
事
も
あ
る
が
、
未
だ
殆
ん
ど
顧
み
ら
れ
ゴ
る
所
で
あ
っ
た

例
へ
ば
先

に
も
述
べ
た
如
く
、
大
阪
商
大
の
村
本
一
珊
松
教
授
は
百
貨
庖
の
郊
外
進
出
の
場
合
の
両
日
間
金
百
貨
庖
の
自
制
的
に

日
用
品
に
制
限
す
べ
し
と
述
べ
て
ゐ
る
つ
私
は
教
授
が
こ
の
主
張
や
一
魚
き
る
〉
立
場
そ
の
も
の
に
は
賛
同
し
粂
ね

る
が
、
向
出
張
販
寅
の
制
限
方
法
'
と
し
て
商
品
種
類
に
依
る
制
限
案
を
採
り
た
い
q

私
は
こ
の
場
合
出
張
版
責
の

取
扱
日
間
は
季
節
目
叩
の
み
に
限
ら
る
べ
き
な
り
左
思
ふ
。
何
故
に
私
が
こ
の
主
張
を
採
る
か
。
こ
〉
で
私
の
今
ま
で

遮
ぺ
て
来
た
所
を
一
.
度
廟
る
必
要
が
あ
む
。
私
は
小
寅
庇
問
題
の
卦
策
を
決
定
す
る
根
本
的
見
地
T
こ
し
て
、
か
の

非
ム
ザ
理
的
な
部
面
ド
於
て
も
徒
に
小
責
応
の
保
護
を
叫
ぶ
枇
曾
政
策
論
者
の
見
地
・
百
貨
応
の
大
資
本
カ
に
よ
る

不
常
の
師
団
迫
J

伊
一
色
内
容
器
ぜ
ん
と

t
る
路
神
政
策
論
者
の
見
地
共
に
向
持
す
る
能
は
や
と
し
て
、
一
批
命
日
機
能
の
見
地

な
る
一
の
潤
自
の
立
場
を
主
張
し
で
来
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
百
貨
応
小
寅
庖
共
に
合
理
的
機
能
を
義
輝
せ
る
部
面

、
、
、
、
、
‘
.
.
.
 、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、

に
於
て
は
そ
の
存
在
を
容
認
せ
ら
る
‘
べ
き
で
あ
り
、
各
配
給
形
態
の
会
理
的
機
能
を
研
究
し
、
そ
の
機
能
殺
輝
を

、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、

.h.
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

遺
憾
な
か
ら
し
な
る
霜
に
そ
の
基
調
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
に
あ
る
。
そ
し
て
私
は
百
貨
庖
出
張
販
買
の
本

質
的
な
吐
舎
機
能
を
地
方
に
於
け
る
定
期
的
需
要
の
充
安
に
あ
り
と
し
、
こ
の
限
り
に
於
て
、
出
張
版
責
は
許
容

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
た
。
こ
冶
に
問
題
は
如
何
に
し
て
こ
の
A
品
目
的
機
能
ヤ
発
揚
せ
し
め
且
他
の
不
会
理

的
な
作
用
を
抑
一
周
す
る
か
の
描
に
及
ぶ
事
と
な
る
。
私
は
種
ん
吋
の
針
案
を
批
判
し
た
。
然
し
商
品
種
類
に
よ
る
制

限
特
に
季
節
品
に
出
張
版
貰
の
商
品
種
類
佐
限
定
す
る
を
最
妥
営
な
り
と
す
る
事
は
、
上
速
の
百
貨
庖
出
張
販
責

の
枇
命
日
機
能
に
著
目
す
る
者
、
そ
し
て
私
の
根
本
的
見
地
を
了
解
す
る
者
に
は
容
易
に
肯
け
る
所
で
あ
ら
う
。

百
貨
市
抽
出
張
版
賓
存
績
の
傑
件

第
四
十
巻
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第
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百
貨
府
出
張
版
責
存
績
の
傑
件

一--
~ 
p、

第
川
十
巻

O 
ム，、

第
六
時
抗

-
、
商
品
種
醐
制
限
の
長
所

A
、
百
貨
唐
の
立
場
よ
り

出
張
販
買
の
取
扱
口
聞
は
従
来
と
も
呉
服
類
そ
の
他
季
節
口
叩
が
主
で
あ
り
、
且
そ
の

主
要
目
的
が
季
節
品
の
販
買
に
あ
る
以
上
、
そ
の
取
扱
品
ぞ
季
節
口
叩
の
み
に
限
定
さ
れ
た
所
で

百
貨
底
に
針
す

取
扱
は
れ
で
は
出
る
。

勿
論
出
張
販
買
仁
於
て
は
任
逃
の
如
〈
、

然
し
か
、
る
向
円
叩
は
経
費
の
出
口
同
る
上
に
、

日
用
品
・
新
貨
・
食
糧
品
も

る
影
響
は
左
程
大
き
い
と
は
一
五
ひ
得
な
い
。

づP
L 、

Z-3

ノ

〉

加

工

J

ド

H
B
H判、正

-
r
y

ヨ
晶
、
i
t
ふ

μ

、d，/
e
q百
ド
l
口
f
t
日

出
張
地
の
小
貰
庖
に
到
す
る
有
利
性
は
比
較
的
に

~リ一

チ
ン
ゲ
ル
'
氏
も
指
摘
し
〔

M
T
U
如

p
¥
前
有
者
の
最
近
時
前
帆
じ
求
め
ら
一
与
b

の
が
常
で
あ
っ
て
、
敢
て
百
貨
庇
に
於
て
購
入
す
る
の
必
要
を
見
守
、
そ
の
需
要
期
も
一
定
せ
守
、
或
は
常
時
的

で
あ
り
、
短
期
一
時
的
の
出
張
販
買
で
充
さ
る
〉
に
は
埴
せ
な
い
。
さ
れ
ば
か
〉
る
商
品
は
そ
の
皐
債
も
低
廉
な

る
所
か
ら
、
こ
れ
を
特
債
口
聞
と
し
て
顧
客
吸
引
策
に
用
ふ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
そ
の
吐
合
的
影
響
は
暫
〈
を

き
¥
こ
れ
を
百
貨
底
の
立
場
か
ら
見
て
も
大
き
な
犠
牲
と
一
耳
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

叉
百
貨
庄
の
取
扱
口
叩
が
季
節
口
問
特

に
呉
服
類
等
に
限
ら
る
う
こ
と
は
『
百
貨
庄
は
選
提
口
叩
』
と
一
E

ふ
百
貨
庄
の
特
徴
を
明
瞭
に
地
方
民
の
顕
に
植
え
付

げ
る
事
と
な
り
、
或
は
専
ら
百
貨
底
の
特
徴
的
商
品
に
カ
を
注
ぐ
事
が
で
き
、
出
張
販
買
の
一
目
的
た
る
マ

I
ク

宣
体
的
意
義
よ

h
見
で
も
却
っ
て
よ
〈
、
後
ム
干
の
通
信
販
賓
等
に
も
こ
の
黙
は
非
常
に
有
利
に
役
立
つ
所
と
思
ム

季
節
目
聞
の
み
の
出
張
販
買
は
成
程
専
門
庖
で
こ
れ
を
行
へ
ば
業
務
の
繁
閑
の
七
め
到
底
有
利
に
は
艦
鋪
出
来
な
い

炉
、
凡
百
の
商
品
全
取
扱
ひ
、
従
っ
て
業
務
の
繁
闘
調
節
の
十
分
出
来
て
ゐ
る
百
貨
底
が
之
を
行
ふ
時
に
は
そ
の

困
難
か
ら
も
比
較
的
に
股
れ
る
事
が
出
来
る
コ

拙稿百貨届出張阪賓の諸問可(綾替E汗究昭和十年;j~.足蹴)
前波仲子氏 百貨)i!fの出張販責(商)J'i昇昭和七年臨時増刊披〉
Otw Kytzinger， Wa-re山 atlsUlr:ld邑peual伊もchaftCProbieme tles Waγenhal市)
拙稿小費商業に於げる顧客吸引策〔経替研究昭和九年カ月競1
拙稿 わが嗣に於げる百貨J占出張阪費の号華麗 社l稿 百貨底の経笹よ b
見Tこる出張飯責の意義(経替相干先昭和i¥.年十一月放)
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B
、
地
方
ホ
責
唐
の
立
場
よ
リ

果
を
後
表
し
た
如
〈
‘
深
該
且
康
範
国
の
も
の
で
め
る
。
今
出
張
販
買
に
於
げ
る
取
扱
品
を
季
節
品
の
み
に
限
る

地
方
小
責
庖
の
百
貨
居
に
よ
り
受
け
る
打
撃
は
、
私
も
付
て
そ
の
調
査
の
結

と
せ
ば
、

か
う
る
商
品
を
取
扱
ふ
庖
捕
に
於
て
は
向
そ
の
打
撃
を
脱
れ
得
な
い
と
は
い
へ
、
多
く
の
他
の
小
頁
庖

に
と
っ
て
は
之
を
脱
す
る
事
が
で
き
、
打
撃
範
園
は
縮
少
さ
れ
る
。
か
く
地
方
小
寅
庄
の
か
一
面
的
混
溶
合
防
ぐ
と

共
に
、
百
貨
庖
の
進
出
を
全
然
禁
止
す
れ
ば
望
め
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
所
の
地
方
小
責
庖
の
刺
戟
剤
或
は
新
販
責

法
新
糧
管
職
の
教
授
者
と
し
て
の
百
貨
庄
の
地
方
小
寅
庖
に
針
す
る
長
所
は
之
を
保
持
す
る
事
が
出
来
る
。
こ
の

意
味
に
於
て
.
百
貨
府
出
張
版
買
'g
一
定
の
制
限
の
も
』
に
地
方
に
存
鋪
せ
し
む
る
事
は
小
貫
庇
の
立
場
よ
り
見

て
'h
必
干
し
も
好
ま
し
か
ら
古
る
も
の

u
d
な
い
。

二
¥λ

に
問
題
ー
と
な
る
の
は
季
節
川
刊
に
枕
て
で
あ
る
炉
、
F

}

れ

は
倒
令
出
張
販
頁
無
く
と
も
現
在
の
状
態
で
は
A
口
理
的
経
管
の
持
緩
は
困
難
で
み
の
つ
じ
、

百
貨
庇
の
進
出
の
結
果

或
程
度
の
打
撃
を
蒙
る
事
は
止
か
を
得
な
い
と
は
い
へ
、
こ
の
鈷
私
も
他
日
稿
を
夏
め
て
述
べ
る
で
あ
ら
う
如
く

或
は
商
居
街
の
設
立
に
よ
り
、
或
は
副
商
品
の
導
入
の
如
き
自
動
的
割
策
に
よ
り
、
一
定
限
度
ぞ
の
打
撃
や
脆
れ

る
と
共
に
、
こ
れ
に
よ
り
ぞ
の
令
理
的
機
能
合
毅
揚
す
る
事
も
必
守
し
も
不
可
能
で
は
む
い
。

c、
枇
曾
的
立
場
よ
り

今
商
品
を
前
に
も
遮
べ
た
知
〈
定
期
的
需
要
品
・
不
定
期
的
需
要
品
・
日
用
品
に
分

っ
て
見
る
時
、

定
期
的
需
要
品
特
に
季
節
品
の
如
き
に
あ
り
て
は
、

必
要
期
に
百
貨
底
が
来
、
り
て
充
実
す
る
事

に
よ
り
消
費
者
は
何
等
の
不
便
を
戚
ぜ
な
い
。

さ
れ
ば
た
と
へ
か
〉
る
小
買
居
が
況
落
す
る
も
、
枇
命
日
的
救
掛
の

要
否
の
問
題
は
別
と
し
て
、
積
極
的
に
何
等
出
張
版
責
を
慶
止
す
る
の
根
擦
と
は
な
り
件
な
い
が
、
例
へ
ば
日

百
貨
底
出
張
販
賞
存
績
の
俺
件

O 
ノ、

第
凶
十
巻

第
六
務

一
二
七

Otto K¥'tzinger， ibio 
拙稿 出張販費より見Tこる 7了貨肩書す小賢1月め抗争
拙稿 百貨1高の出張販賓と中小小責J占の問題 f経替研究昭和九年二月披)
拙稿 百貨1;5の圃民経滞上におりる普;義 (経源論叢沼和八年二万君主) 拙
稿 百貨庖と専門底 un耳論叢昭和九年八月銑)
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百
貨
応
出
張
販
賀
存
棋
の
傑
件

第
凶
十
巻

一
二
八

一O
宍
四

第
六
時
硝

用
品
の
如
き
に
な
る
と
、
之
が
百
貨
庖
の
如
き
大
資
本
の
魅
力
の
た
め
浸
落
す
る
と
せ
ば
、
現
在
で
は
之
に
代
る

べ
き
配
給
形
態
未
だ
殺
遥
せ
争
、
且
出
張
販
貰
は
短
期
一
時
的
の
も
の
で
あ
る
闘
係
上
甚
七
不
便
を
戚
守
る
結

果
と
な
る
。
百
貨
庖
出
張
販
寅
を
季
節
口
聞
の
み
に
制
限
す
る
は
こ
れ
を
経
掛
上
最
能
率
的
な
も
の
旨
み
に
制
限

す
る
の
で
あ
っ
て
、
経
済
政
策
的
見
地
よ
り
も
非
難
の
起
る
徐
地
は
殆
ん
ど
な
い
の
み
な
ら
子
、
小
貫
庇
の
全
面

的
設
中
併
は
之
伊
一
阻
止
す
る
事
と
な
り
、

中
産
階
級
の
"
世
辞
地
方
程
掛
の
波
併
直
球
科
度
防
げ
芯
わ
付
で
枇
曾
政

策
的
見
地
よ
り
も
難
鮎
は
少
い
事
と
凪
ふ
。
の
み
な
P
円
余
地
方
小
貰
府
の
刺
戟
剤
樫
管
法
の
改
善
地
方
民
の
商
品

る~日
事識
がの
で渦
き!I)養
地御
方用
文聞
イと; 相、
の責
向制
上皮
者Eの
市立日
生也 き
方封
問葬
の則
文昨j
化業
的慣
習

懸 の
絶
宇T
防帥
iと泣
等三Z
l-H 、 A之争

資長
T出
/.)張

事販
も買
少の
〈長
な所
L 、 lま
とこ
云れ
はを
ねイ呆
ば. f寺
なす

ら
ぬ
。

立
は
先
に
百
貨
底
出
張
販
責
の
祉
曾
機
能
と
し
て
山
地
方
的
需
要
の
充
足
性
と
間
季
節
的
需
要
の
充
足
性
の
二

貼
を
事
げ
、
今
日
の
出
張
版
責
に
は
向
地
方
の
み
な
ら
や
市
内
誼
に
郊
外
に
於
て
行
ふ
も
の
も
あ
り
、
斯
の
如
き

は
出
張
販
賓
の
本
質
的
機
能
に
属
せ

F
る
事
を
指
摘
し
て
お
い
た

然
し
な
は
商
品
種
類
を
季
節
品
に
制
限
す
る

事
に
よ
り
.
か
く
の
如
き
市
内
郊
外
出
張
も
必
然
的
に
制
限
さ
れ
る
も
の
と
思
ふ
コ
蓋
し
従
来
と
も
市
内
郊
外
出

張
の
場
合
に
取
扱
は
れ
し
は
食
糧
品
日
用
品
雑
貨
が
主
で
あ
り
、
こ
れ

ω
n
Z宅一
zm
。
。
左
目
は
原
則
と
し
て
顧
客

が
そ
の
替
業
所
に
赴
〈
必
然
の
結
果
で
め
る
が
、
か
〉
る
事
情
は
今
季
節
品
例
へ
ば
呉
服
類
の
如
き
に
出
張
販
買

を
制
限
す
る
な
れ
ば
そ
れ
白
韓
出
張
販
買
の
制
限
含
意
味
す
る
事
と
な
る
a

か
〈
て
出
張
版
賓
は
そ
の
本
質
的
世

百貨TiSの向張版賓と巾小小寄居の問題
百貨応出張版賓の本質 (経済論叢昭和九年六月披)

拙稿
拙稿

9) 
rc) 



合
機
能
に
属
ず
る
地
方
の
季
節
的
需
要
充
足
に
の
み
専
ら
力
が
注
が
れ
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
べ
し
所
に
よ
っ
て
色
知
ら
る
冶
知
〈
、
か
〉
る
方
法
に
よ
る
出
張
販
賓
の
制
限
と
そ
経
倍
程
持
的
に
見

て
吐
合
経
済
的
に
見
て
、
そ
の
長
所
を
保
持
し
短
所
を
抑
制
す
る
所
以
に
し
て
、
か
く
て
こ
そ
初
め
て
出
張
販
責

の
枇
曾
的
存
在
意
義
を
見
出
し
得
る
と
思
ふ
。
勿
論
我
等
は
そ
れ
を
抱
擁
す
石
現
在
の
祉
合
制
度
の
中
に
或
意
味

で
は
一
一
粧
掛
瞳
の
合
理
的
機
能
就
旗
揚
の
た
め
の
障
害
と
色
な
石
部
面
を
見
出
さ

F
る
を
得
宇
こ
の
意
味
で
は
我
等

の
研
究
の
結
果
忠
一
の
理
想
案
に
終
り
勝
な
事
を
後
見
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
我
等
の
目
標
は
常
に
坦
想
へ
の
歩

み
行
き
理
想
の
現
賀
化
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
c

四
、
結

E命

以
上
私
以
百
貨
一
応
出
張
販
買
存
顕
mw
僻
件
を
研
究
し
て
商
品
種
類
に
よ
る
制
限
伝
最
も
尖
営
と
す
る
結
論
に
到

達
し
円
。
然
ら
ぱ
如
何
に
し
て
商
品
種
類
を
制
限
す
る
か
。
ぞ
の
具
瞳
的
方
法
と
し
て
は
種
ム
ザ
な
手
段
が
考
へ
得

ら
る
〉
が
こ
れ
等
具
睡
的
方
法
は
本
論
の
目
的
と
す
る
所
で
は
な
い
。
こ
〉
で
は
た
Y

ぞ
の
基
礎
的
準
擦
を
指
示

す
る
に
止
め
た
に
過
ぎ
な
い
。
最
後
に
以
上
述
ぺ
取
引
っ
た
所
佐
要
約
す
れ
ば
次
の
如
〈
で
め
る
。

-
我
等
が
小
貰
底
問
題
等
を
論
議
す
る
場
合
普
通
に
採
ら
る
〉
根
本
的
見
地
に
は
経
済
政
策
的
見
地
枇
合
政
策
的

見
地
の
二
つ
が
あ
る
が
私
は
そ
の
何
れ
を
も
採
ら
な
い
。
私
は
こ
の
二
つ
を
止
揚
せ
る
見
地
と
も
云
ふ
べ
き
一
位
曾

機
能
の
見
地
と
も
栴
す
る
立
場
を
採
石
。
こ
の
見
地
に
於
て
は
各
種
配
給
形
態
は
夫
々
自
己
の
特
徴
と
す
る
合
理

的
吐
曾
機
能
を
持
つ
も
の
で
め
り
各
種
の
配
給
形
態
を
し
て
そ
の
合
理
的
機
能
を
毅
揚
せ
し
な
る
所
に
統
制
の
根

百
貨
府
出
張
販
責
存
績
の
傑
件

第
四
十
巻

一O
六
五

第
大
波

:IL 

1 r) 訟の今日迄の小費商業研究はこの意味1:於て主としてその本質的な社曾機
能が那遁にめるかを見出す慰に主眼をi量lいて来fこ
拙稿百貨府出張版寅の本質 {世l楠百貨l占と専門;;'i
拙稿 月賦販費制度の岡民経務的意義念論宇(産業組令昭和十年一月盟主二万波〉
拙稿 百貨広と卸貸業主立に工業の閥i事〔絞瞥漉研先一第十八舟昭和十年五月務j



百
貨
出
抽
出
張
版
責
存
績
の
傑
件

、、、、

本
的
基
調
が
め
る
と
す
る
。

ニ
然
ら
ぱ
私
は
百
貨
庖
出
張
販
買
の
合
理
的
な
一
胤
曾
機
能
を
い
づ
こ
に
見
出
3
ん
と
す
る
か
。
私
は
信
や
百
貨
底

〆，‘、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
出
張
版
貰
の
祉
合
機
能
は
地
方
の
季
節
的
需
要
の
充
貫
に
ゐ
り
と
。
然
る
に
今
日
の
出
張
販
責
は
時
と
し
て
こ

の
自
己
の
枇
合
機
能
外
に
進
出
し
て
地
方
小
賢
官
を
臆
返
し
つ
〉
め
る
一
方
小
頁
庄
の
枇
合
機
能
は
未
だ
全
然
消

、、、.、、、、

減
し
て
居
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
、
ご
い
出
張
版
寅
統
訓
の
必
要
山
小
生
れ
る
。

一
ニ
黙
ら
ぱ
如
何
な
る
劃
策
を
以
て
臨
む
べ
き
か
。
佐
官
然
甜
叫
ん
吋
の
意
見
が
出
張
駅
貰
針
策
と
し

τ主
‘
除
さ
れ
て
来
七

，，a

・‘
、先
づ
全
廃
論
と
放
任
論
が
あ
る
。
制
限
論
に
も
種
冷
の
形
態
が
あ
る
。
間
目
的
又
は
動
機
に
よ
る
制
限
同
地
域
に

よ
る
制
限
何
時
期
に
よ
る
制
限
同
問
類
に
よ
る
制
限
向
商
品
に
よ
る
制
限
。
私
は
最
後
の
商
品
に
よ
る
制
限
特
に

‘
.
、
、
、
.
、
‘
.
、
、
、
‘
.h・・

h.
、、、、

商
品
種
類
に
よ
る
制
限
を
最
も
妥
品
目
固
な
h
ノ
と
信
十
。
こ
〉
に
百
貨
庖
統
制
の
目
標
が
め
る
。

、、

四
然
ら
ぱ
私
は
何
故
商
品
種
類
に
よ
る
制
限
を
採
る
か
。
一
言
に
し
て
云
へ
ば
こ
れ
は
百
貨
応
出
張
版
買
の
枇
令

‘.、、、、、、、

機
能
を
最
も
よ
く
殺
揚
せ
し
な
る
方
法
で
あ
る
と
共
に
之
に
伴
ふ
好
ま
し
か
ら

Y
る
副
作
用
を
抑
へ
得
る
か
ら
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
る
。
私
は
百
貨
底
出
張
販
責
は
季
節
口
叩
の
み
に
限
ら
る
べ
き
な
り
と
思
ふ
。
こ
れ
は
百
貨
庖
に
と
り
で
も
小
買

圧
に
と
り
で
も
或
は
枇
命
日
程
掛
的
に
見
て
も
大
き
な
利
鞘
伝
も
つ
。
ま
さ
に
艦
替
的
長
所
と
枇
合
的
長
所
を
融
合

第
間
十
巻

一O
六
六

第
六
披

一
三

O

し
た
一
案
で
あ
る
と
思
ふ
。
尤
も
そ
の
具
膿
的
方
法
に
就
い
て
は
多
〈
の
問
題
も
あ
ら
う
が
本
論
で
は
そ
れ
等
の

黙
に
は
鯛
れ
な
い
。
叉
私
案
内
貿
現
化
に
於
げ
る
耽
曾
的
保
件
の
問
題
に
も
嫡
れ
な
い
。
た
Y

一
つ
の
目
標
を
指

不
す
る
に
止
め
る
。

以
上
は
な
の
本
論
の
要
旨
で
あ
る
。
敢
て
皐
界
貿
際
界
の
諸
賢
の
御
叱
正
ぞ
願
ふ
次
第
で
め
る
。


